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第 1 章本論文の課題
本章においては、日本におけるデ、ューイ研究のなかから本論文に多くの示唆を与えてくれた先
行研究についての分析を通じて、本論文の課題を提示し、そして全体の構成を述べた。
本論文は、ジョン・デ、ューイ 0859"-' 1952) の社会理論すなわち社会倫理思想の理論的基礎を明
らかにし、その現実的な意義を展望することによって、 20 世紀初頭の激動するアメリカ社会が抱
えていた諸問題に対して、彼が提示した視座がどのようなもので、あったかを解明し、今日におけ
るその示唆的意義を検討することを目的とした。
デューイは、 20 世紀初頭のいわゆる大衆社会状況を迎えたアメリカ社会の激動を眼前にし、そ
の克服を自らの思想的課題としたのである。彼は大衆社会の土台を分析し、そこから自らの社会
理論をっくりあげ、実践的な活動を行った。そして大衆社会状況に対して、彼は社会倫理の主体
としての公衆の倫理を訴えたのである。それでは、デューイの社会理論に、大衆社会状況はどの
ように反映されていたのであろうか。彼はその時代の変化に伴う人々の存在のあり方をどのよう
に分析し、どのような社会倫理を訴えたのであろうか。
本論文では、デ、ューイの弱点、と言われてきた「実践する手段と方策」を探るのではなく、デ、ユ
ーイが大衆社会状況を乗り越える手段や方策の模索のあり方として、し、かなる思考方法を提示し
たのかを考察することにしたい。つまり、彼が提示した視座はし、かなるものであろうかを問うこ
とが本論文の課題なのである。
第 2 章 「社会的諸条件」と社会倫理
本章では、デューイの著作『倫理学 (Ethics) ~ (1932) をてがかりに、彼の倫理思想の基
礎を明らかにし、彼が唱えた道徳は社会倫理の問題として問われなければならないという『倫
理学』の立脚点を検討することを試みた。
デ、ューイによれば、人は好むと好まざるとにかかわらず既に社会的関係の中におり、その関係
性ゆえに道徳を問われる存在なのである。一見したところでは個々の社会的位置に身を置く個人
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が、社会状態においては相互に結合している事実を「社会的ネットワーク」という言葉を用いて
考察していることが注目される。社会的ネットワークは人々の行為を規定し規制する機能を有し
ており、人々はそのネットワークの下で行為するため、それが人々の行為にとって「社会的諸条
件j となるのである。したがって、道徳は「社会的諸条件J に対する態度の問題である。彼はこ
の問題こそが道徳の主要問題であるとみているのである。
個人はその社会的諸条件のもとで行為するのであり、また社会的諸条件は個人の行為によ
ってっくりあげられる。つまり、デ、ューイの道徳理論は、個人の行為と「社会的諸条件」と
の相互規定・循環関係を重視する点が特徴的である。このような特徴をもっため、個人が負
わなければならないのは、行為の結果が社会的諸条件に対してし、かなる影響をもたらしたか
ということに対する倫理責任である。
第 3 章公衆概念と参加の倫理
本章では、デ、ューイの『公衆とその諸問題~ (1 927) に沿いながら、当時の社会状況の変化のも
とでの人々のあり方を、彼がどのようにとらえていたかを検討した。そして、人々のあり方を社
会構造による新たな社会関係との関連で論じた。すなわち、筆者は彼が行為における社会的関係
を示すために用いたトランズアクション (transaction) の概念との関連としづ視点から、当時の
社会状況のもとでの人々の存在のあり方を考察することを試み、さらに、その視角からは倫理を
どのように規定しなおさなければならなし、かを考察した。
デューイにおける個人の行為の結果が、やや図式的にいえば、二つの種類に分けられ、それら
の影響の範囲と性格に大きな差が見出されている。行為の諸結果が直接的影響にとどまる場合、
それらは一定の組織の内部関係を形成するのみである。しかし、現代の巨大社会においては、行
為の諸結果が広範に伝播し、社会全体に影響を拡げていることが決定的に注目される。デューイ
はこの拡張された関係における行為をトランズアクションと名づけたのである。そして、デ、ュー
イはこのようなトランズアクションによってっくりあげられた新たな「紐帯J によって、いやお
うなく結合させられた人々、組織、集団、システムに対して、「公衆J という一般的名称を与えた
のである。この巨大社会によって誕生した公衆は、その初めから「自由 J を奪われ、抑圧的諸制
度によって、己の行為の社会道徳的性格を自覚することから疎外されてきたのである。
デューイはこのような公衆の存在状況を当時のアメリカ社会のなかから読み取った。無定形な
公衆が社会の全体を形成するとき、その社会は一般的に大衆社会と呼ばれる。いわゆる大衆とは
知的ではない無自覚な公衆にほかならない。現実には相互に紐帯によってつながり、 トランズア
クションによって社会全体に影響を及ぼしている公衆が自己の状況を見えなくさせられているの
である。
他方では公衆が新しい社会の形成者とならなければならない。現代社会の歪曲した政治機構や
戦争の経験や経済危機などが公衆に自らの状況を突きつけ、自己を確認することを強いるのであ
る。それぞれの人間はその関連を知る限りにおいて、関連を考慮にいれながら行動する。彼らが
自らの行為の諸結果を観察し、自己の置かれた場が社会の縮図であることを自覚し、そのうえで
行動することにまですすめば、そのときはもはや無定形な公衆ではなく、知的公衆とよばれるで
あろう。こうしてデ、ューイは 1927 年の著作『公衆とその諸問題』において、産業化以後の社会状
況を、単に伝統社会の解体としてではなく、「人間関係の新しい時代」だと把握し、この新しい時
代に対応する新しい倫理を模索している。
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第4 章 トランズアクション的社会把握
本章では、彼の著作『知ることと知られたもの~ (1 949) に沿いながら、方法論としてのトラン
ズアクション概念について、その成立の経緯と展開を論じることによって、デ、ューイ独自の社会
把握の視座を明らかにすることを試みた。
方法論としてのトランズアクション的視座を明らかにするために、デューイはインターアクシ
ョンとトランズアクションの区別と対比について論じている。インターアクションとは、独立し
た諸要因の相互作用・社会関係を個別の直接的関係の観点からとらえられた関係行為である。 ト
ランズアクションとは、あたかも「磁場J (electromagnetic field) のもとで諸要因が全体的な
位置関係・社会関係を変動させるかのように、社会全体における関係行為が広範に伝達され影響
されるとし、う状況を示す概念である。
トランズアクション概念の重層性・多義性に関して次のようにまとめることができる。第一に、
結合関係のあり方を示す側面、つまりトランズアクションは、主体の行為が直接的な行為関係を
越えて、より広範な全体に拡がり、遠隔的に作用することができるという波及作用を有している
側面を含む。第二に、方法的概念としての視点を示す側面、つまりトランズアクション的杷握は、
諸個人の行為が「磁場J としての社会的諸条件のもとで展開されているとしづ把握方式にしめさ
れるという点である。行為関係の問題は相互行為の場面だけでは決まらず、どのような全体的「磁
場J での行為であるかによって決まると考えられるのである。
第 5 章公衆における探究の問題
大衆社会状況に慣かれている公衆がし、かにして自ら知的公衆にまで成長できるのかという問題
を論じるために、デ、ューイは探究 (inquiry) 概念に注目した。この概念、は、公衆が知的公衆に成
長するための要となる概念であり、「成長」を教育の中核にすえた彼にとっては、総合的で基本的
な概念である。彼は『論理学一一探究の理論~ (1 938) において、この探究概念についての議論を
展開している。本章では、彼の著作をてがかりに、探究 (inquiry) 概念について考察し、すべて
の人々に課せられた探究活動とはし、かなるものかを明らかにすることを試みた。本書第六章を中
心に、探究概念における基本的論点に着目して、第一に、社会的探究に関する先行研究について、
第二に、探究の現実的な基盤について、第三に、状況と社会参加について論じた。
探究概念は「状況J とのかかわりにおいて、定義づけられており、彼において、「状況j と「場J
とは同ーの内容を示す概念であるといえる。あらゆる「状況j は、独自の性質をもっているから
こそ、探究が状況と不可分のものとなるのである。
そして、不確定な状況が探究を引き起こす。デ、ューイにおいて、積極的な参加を実現させるこ
とができない社会が不確定な状況であり、その状況は、すべての人々によって社会的諸条件の変
化が起きなければ、確定した状況とはならないであろう。デ、ューイは大衆社会の克服を公衆の積
極的社会参加に期待した。そのためには、まず不均衡状態への観察、分析から始まらなければな
らない。この問題がデ、ューイにおいて、探究であり、社会倫理である。
第 6章結論
本章においては、これまでの議論をまとめ、そして、本論文の考察から得られた知見の意義お
よび今後の課題について述べた。
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論文審査結果の要旨
人間の活動が巨大な網の目をおりなす現代社会においては、種々の語義における大衆社
会化が進行し、責任の無自覚化が発生する。本研究は J.デューイの社会理論における基礎
的諸概念の再検討を通じてその問題状況の規定と克服の契機を理論的に探ろうとしたもの
である。
全編は 6 章から成っている。
第 1 章は序論であり、先行研究のなかから政治哲学に関連するデューイ研究をとりあげ、
学説の現代性について再文脈化が試みられている。この再文脈化は、先行研究が教育学や
哲学に集中し、執筆者の専門分野である社会学との関連においてもプラグマテイストとし
てはデューイよりも G.H. ミードが重視されてきた傾向が存するなかで、それじたい一つの
展開であると言える。
第 2 章は準備的考察であり、デューイの倫理学の検討を通して、「倫理 J が個人の心理
的動機の観点からではなく行為の社会的結果という観点から捉え直されていることを指摘
している。
第 3 章は、 1920 年代に展開されたデューイの「公衆」論をそれとの連続線の上に置いて
解釈し直すと同時に、日常の観点からは不可視となっている社会関係すなわち「トランズ
アクション」の概念がその再解釈において持コ重要性を析出している。公衆の概念は珍し
くないが、 トランズアクションという観点との関連を示した研究は希少である。
第 4 章ではさらにすすんで、後期デューイの著作から「セルフアクション J I インター
アクション J I トランズアクション」という三つの概念の規定と区別をおこない、トランズ
アクションが社会の状況を指し示すばかりではなく、社会把握の方法論としても再措定さ
れていることを明らかにしている。この解明は、社会学がこれまで展開してきた相互行為
論に対する批判的含意に富んだ新知見であり、本論文の中でも最も示唆的な考察となって
いる。
第 5 章では、従来は論理学として読まれがちだった「探究」に関するデューイの論理を、
以上をふまえた公衆の課題として捉え直し、「参加」や「民主主義」に対するその含意を探
っている。
第 6 章は結論であり、全体をまとめるとともに、残された理論的・実践的な課題と今後
の展開可能性について整理している。
以上要するに本論文は、原典研究を通じて倫理の社会性に関する考察を徹底することに
より、日常の生活営為や相互行為の理解ないし規定そのものがトランズアクションの探究
を要請することを指摘したもので、現代社会におけるコミュニケーションの様態と学習の
課題を明らかにしており、今後の情報科学の発展に寄与するところが少なくない。
よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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